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【要約】「理科はヒトの感動財産！」をモットーに，観察・実験から感動や探究心を呼び起こし，

生徒が納得して理解できるような楽しい理科授業を目指し，実践をしてきた。一単元の中で，生

徒の興味・関心を引くような実験，身近にあるものを使った実験を軸とし，問題解決的な探究学

習を組み入れた。単元の中で習得・活用・探究をバランスよく組み立てることを意識した。2017

年４月から半年間の横断的な調査では，中学校入学時に比べ理科が好きな生徒が平均 95％にまで

増えたことが確かめられた。 
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１ 城北中学校の取り組み 

2017年度の入学生についてＩＥＡ（国際教育到

達度評価学会）の 1999 年の調査（ＴＩＭＳＳ－

Ｒ：第３回国際数学・理科教育調査の第 2段階調

査）とほぼ同じ設問で設問した結果は，表１，図

１のようになった。 

 

「理科が好き」という生徒の割合は，2017年５

月から，平均 95％でほぼ一定している。この数字

は，1999年時調査の日本平均 55％を大きく上回り，

国際平均 79％やシンガポールの 86％をも上回っ

ている。確実に理科好きが育っているといえる。 
 

表１ 各設問に対して，肯定的に回答した生徒の割合の変化（福山市立城北中学校・2017年入学。単位は％） 

2017年 中 1 

 4月※ 6月 7月 10月 11月 

理科が好き 80 96 93 96 94 

理科の勉強が楽しい 80 96 98 93 93 

理科の勉強は退屈 28 8 2 4 3 

理科の勉強はやさしい 55 43 41 36 31 

理科は生活の中で大切 89 90 92 92 84 

科学を使う仕事をしたい 16 17 27 20 21 

※4月の項は，入学後の生徒に対して「小学校時の理科授業」について質問したものを掲載している。 

 

図１「理科が好き」「理科は生活の中で大切」「科学を使う仕事をしたい」に肯定的に回答した生徒の割合 

 

2013.11.28 城北中 3 年宅和さん(当時) 作 



２ 理科授業づくりに向けて 
平成29年度 小・中学校新教育課程説明会

（中央説明会）における文部科学省説明資料

が現在公開されている。これまでの学習指導

要領改訂に向けての背景や動き，さらにまと

め等が網羅されている。 

http://melmaga.mext.go.jp/c/CHL01Lg0024E 

「主体的・対話的で深い学びの充実のため

に，単元などの数コマ程度の授業のまとまり

の中で，習得・活用・探究のバランスを工夫

することが重要」とある。アクティブラーニ

ングという言葉はもう強く主張されなくなっ

たが，言葉を変えて主体的・対話的・深い学

びとなって学習指導要領に明記されている。 

谷和樹氏（玉川大学教職大学院 教授）は，

「トークライン」東京教育技術研究所2017年

11月号にて，主体的・対話的・深い学びを以

下のように分析されている。 

 

 

 
 

向山行雄氏（帝京大学教職大学院 教授）

は，「トークライン」東京教育技術研究所2017

年11月号にて，主体的・対話的・深い学びを

充実するために，実践すべき授業を以下のよ

うに述べている。 

 
 

小笠原豊氏（中部大学現代教育学部 准教授）

は，以下のように単元に探究の過程（課題把

握⇒習得⇒活用）を組み立てることを提案し，

授業開発を行っている。 

↑2017年9月28日福山市立城東中学校 トップ

イメージ獲得講座 小笠原氏講演資料より 

一時間の授業パーツや発問，組み立ても大

切だ。さらに，単元（または小単元）の習得・

活用・探究のバランスが大切なのである。単

元の流れの中で，どのような問いを持たせ，

学習に向かわせるか？というストーリーもカ

リキュラムマネジメントとして研究を進めて

いかなければならない。本年度，中学一年・

化学単元にて，上記のような視点で単元構成

をし，授業実践を行った。 

http://melmaga.mext.go.jp/c/CHL01Lg0024E


２ 優れた実践を追試する 

１）中１化学は「気体Ｘ」がオススメ！ 
小森栄治氏（日本理科教育センター代表 

理科教育コンサルタント）の「気体Ｘ」の授

業実践は，未知の気体を学習

した気体の性質をもとに，徹

底的に実験させたっぷり探究

させる。中１でも，男女を問

わず熱中して実験を行う。 

参考：小森栄治 (2003)：気体Ｘを探ろう， 

化学と教育，51(11), 672-673 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/kakyoshi/51/11/51_KJ00007743638/_article/-char/ja/ 

「気体Ｘ」は，生徒自らの予想に対し，期

待した結果がなかなか得られない。例えば，

酸素と予想した生徒は「火のついた線香が激

しく燃える」と期待するが，火は消える。「酸

素ではない」ことに気づき，他の実験を考え

るようになる。このとき，強い達成要求・課

題解決の意欲が生まれる。熱中のための起爆

剤となる。 

 

３ 「○○Ｘ」で中１化学の単元を構成 
このような強い達成要求・課題解決の意欲

を引き出すために，「サイエンスミッション

(Science Mission)」として，小単元の中に活

用する展開を構成した。 

 ここで，ポイントは『小単元の中に』であ

る。単発で，１～２時間の時間で完結するも

のではない。小単元の中で，単元を貫くテー

マを実験・観察を通して課題を解決させるの

である。 

小森栄治氏「気体Ｘ」の追試に加え，以下

の「○○Ｘ」シリーズを７つ，小単元に組み

込み，実践した。 

 

４ 「○○Ｘ」シリーズ 

 ①「白い粉ＡＢＣ」 

②「プラスチックＸ」 

 
 

 ③「金属Ｘ」  
「蔵から出てきた箱の中から江戸時代の小

判が発見された。この小判の金属の正体は何

か？」生徒は本物の小判だと思い「金ではな

いか？」と予想する。電気・熱伝導性や展性・

延性等は全員で確認させ，密度の測定の必要

性を気づかせる。最後に，学年全体で平均値

をもとに考察させ，誤差が生じた場合の原因

も考えさせる。小判は真鍮のレプリカである。 
※平成29年（2017年）度城北中学校 

公開研究会にて授業提案を行った。 

 



 

 ④「角砂糖Ｘ」 
「今からハンドパワーを見せます」と言っ

て溶けない角砂糖とすぐに溶ける角砂糖を見

せる。久保木が本当にハンドパワーを使って

いたと信じる生徒もいる。演出力も大切。 

 

 

 

 
 ⑤「表示Ｘ」 

状態変化で温度が上がると体積が増える

という事実を教えた後に，「飲料水の表示で

す。凍らせないでください。内容液が膨張し，

容器が破損することがあります」と示す。温

度が下がっても膨張するのは，表示として正

しいか？と投げかけ，科学的な理由を説明せ

よと，Missionとして投げかける。 

 

⑥「物質αβγ」 

 

５ 課題と考察を正対させた実験ノート 

 

STEP１ 

１つの実験テーマでノート１枚とし，実験の

過程を課題と考察・結論が正対した形で正確に

ノートに記録させる。（右図） 

この際，①疑問・調べたいこと・予想（課題）

②考えられること（考察）を明確に意識させる

ために，色の違うカード（ふせん）を用意し，

それぞれに書かせる。上部に，課題のカード，

下部には，考察

のカード，その

間は実験の方法

や結果を図や表

を用いて記入す

るよう指示する。

とくに，課題と

考察を正対する

ように記録させ

る。 

STEP２ 

課題⇒方法⇒結果⇒考察完結した代表的なノ

ートを授業中に印刷し，クラスの生徒全に配布

する。その際，理科室にプリンターを用意して

おく。つまり，ノートによる情報交流を教師が

ファシリテートする。これにより，生徒の情報

交換が行われると同時に，支援が必要な生徒に

対してのヒントノートとなる。ごく簡単な実験

でも，自分で実験を行い，ノートにまとめてい

ることを評価し，印刷して配布する。他の生徒

の追試も，貴重なデータであるとし，積極的に

印刷する。 

 

 

 



６ 生徒の授業日記・アンケートより 

定期的なアンケートの中に，記述式の感

想を書かせるようにしている。また，「授業

日記」と称して，Science Mission を終え

た後に，今の考えを書くように指示をし，

これまでの学習を学んだことなどを振り返

らせるようにしている。以下，一部掲載す

る。 

 

▽これまでの学習を通して，まとめる力が

ついてきたと思う。理由は自分から～を

持ってきてという言葉をかけることなど

ができたきたからです。この力と考えて

動く力がまざり合いできたことだと思う

ので，この力を落とさないように進化し

ていきたいです。 

 

▽今までの自分たちで調べる実験は何かわ

からない物質を答えるもので，とても楽

しく意欲的に実験できました。班の人と

準備をして実験するので協力する力も身

につき，役割を考えることもできました。

また，他の人の意見を聞いていると「そ

ういう考えもあるのか」と自分の考えに

なかったことを知り，考え方の幅が広が

りました。 

 

▽小学校のころは，先生がやっている実験

を見て，結果や，考察をかいていたけど，

中学生になって，自分たちで考えて実験

したりして，分かりやすいと思う。特に，

気体の実験などがすごくたのしかった。 

 

▽普通の授業でも映像を使ったり，実際に

実験を自分たちでやるなど体験型理科も

あったので，小学校よりも難しくなって

いるはずの中学校理科の方が何千倍も楽

しかったし，好きになりました。 

 

▽小学校の頃，理科は嫌いだったし苦手だ

ったけど中学生になって，理科が好きに

なったし授業が楽しくなり，その日の理

科の授業でしたことなどを自主ノートに

書いて分からなかったところを少しずつ

減らせていくことができて，とっても嬉

しかったし，達成感がありました。これ

からももっと頑張っていきたいです。 

 

▽Science Mission はふだんの授業と少

し違って自分たちで思ったことを実験に

できるのが楽しいです。自分の思ったこ

とだから疑問はたくさんあるし予想もす

ぐ立てられます。白い粉Ａ～Ｃは見た目

が片栗粉でも実験をすると違っていたり

していておもしろかったです。班で実験

をするのがたのしかったので，これから

もいろいろなScience Missionをきかく

してほしいです！！ 

 

▽私がサイエンスミッションで学んだこと

は，実験することの楽しさです。私は理

科はあんまり好きではなくて，実験もそ

こそこでした。しかし，実験をつうじて，

みんなで協力することで実験することの

楽しさや，理科のおもしろさなどを学ぶ

ことができました。 

 

▽私は理科は好きだけど，化学はそんなに

好きではありません。でも白プリ（基礎

基本ドリル）をやったり，リカツーをみ

てみたり，授業により集中することで，

少しは好きになれたかもしれません。暗

記などもとても多いのですが，おやじネ

タで笑いながら寒いと言いながら覚えて

いきたいです。またサイエンスミッショ

ンどんどんしていきたいです。（まってま

すよ。） 

 

▽小学校の理科の実験では，先生が○○を

準備して，○○を○○して・・・など言

われるがままに動いていたけれど，中学

校の理科の実験は単元ごとにサイエンス

ミッションがあって，先生は何も言わず，

自分たちの思考のもと実験や考察をする

ので，自立的な力もつくし，単元の総ま

とめもできるので楽しい。 
 

 

 



 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 



７ ＣＲＴの結果（検証） 
2018年 1月にＣＲＴテストを実施した。 

中１化学単元「身の回りの物質」は、全国平均

通過率より上回る結果となった。 

今後、各設問の正答率など分析を深めたい。 

 

 

い
ろ
い
ろ
な
物
質

と
そ
の
性
質 

水
溶
液 

状
態
変
化 

全国 62.6 61.3 68.7 

久保木 

受け持ち

クラス 

平均 

65.5 59.2 70.0 

※５クラス１６７名 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


